
古浦層の化石 
基礎設計室 新宮敦弘 

はじめに 
島根半島中央部にあって日本海に面した古浦海岸は、島根半島地域

で最も古いとされる「古浦層」の模式地であり、以前から、淡水棲貝化石を

多産することで知られている。 

本報告では、去る 5月 23 日に古浦海岸で実施された化石採集会（東

出雲サイエンスクラブ 21 主催）の報告と古浦層の化石について紹介する。 

1 地形・地質概要 

古浦海岸は松江市鹿島町古浦の海岸線で、

松江市役所より県道松江鹿島美保関線を恵

曇方向へ 20 分ほどのところに位置する。（図

1） 

古浦海岸は、海水浴客で賑わう砂浜海岸と

して知られるが、砂浜の西側には海食崖の発

達する岩石海岸が広がり、この海岸から化石

を産する。（写真 2） 

この地域は、島根半島で最も古い地層であ

る「古浦層」が分布している。古浦層は現在の

日本海が形成されつつある時代である約

2000 万年前の堆積物で、凝灰岩や砂岩など

からなる。そして、この砂岩（～凝灰質砂岩～

シルト岩）、礫岩から貝化石を産する。（写真

３） 

2 古浦層の化石 

古浦海岸を海岸線沿いに西へ向かい、20

分ほどいくと、足元に灰色の凝灰質砂岩（～

シルト岩）が広がるところがある。 

この岩石をよく観察すると、表面に小動物

の糞のような模様があることがわかる。 

この模様は、糞ではなく、小さな巻き貝の

化石である。 

この灰色の岩石は見かけは一様に見える

が、水平に近い堆積面があり、その層準によ

り数種類の化石が含まれているのがわかる。 

ここで採取される化石を最新の分類でまと

めると次のようになる。 

1. ヒメタニシ 

2. クサビイシガイ 

3. カワニナ 

4. シナイシガイ 

5. シジミ 

6. 植物化石 

以下、それぞれについて紹介する。 

ヒメタニシ 

ヒメタニシは正確にはコササヒメタニ

シ(Bellamya kosasana Ueji)と呼ばれる

種類である。（写真４) 

最大でも 2cm ほどの小さなタニシの

仲間で、古浦海岸では、蛋白石に置き

換わったもの、殻も溶け出し、形だけ

残した印象化石などが産する。古浦海

岸ではこれと次のクサビイシガイを多く

産する。 

ここで産する化石は、地層の変形に

伴い、著しく変形してしまっているのが

特徴で、以下の化石にも共通していえ

ることである。 

ヒメタニシは、産する割に、殻口の

蓋の残っているものが少ないように思

われる。 

クサビイシガイ 

クサビイシガイ(Cuneopsis sp. )は、

その名のとおり、楔形をした二枚貝の

仲間である。現在の日本の河川、湖沼

には生息していない。（写真７,８） 

ヒメタニシ同様に変形が著しい。 
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カワニナ(Semisulcospira sp.) 

模式地の古浦層では稀に産する。 

現在のカワニナの仲間である。（写真

9) 

シナイシガイ 

Acuticosta sp. と考えられるが、これ

らのイシガイの仲間は現在の日本には

生息しないため、和名はない。シナイ

シガイという呼び名あるいは学名で称

されるのが普通である。（写真５） 

シジミ 

シジミ(Corbicula sp.)の化石は、ヒメ

タニシの産する層準よりも上側から産

する。露頭は未確認であるが、粗粒砂

岩、礫岩の転石に含まれている。（写

真８） 

植物化石 

ヒメタニシとともに水生植物の化石を

産することがある。 

また、ヒメタニシよりも少し上の層準

でナウマンヤマモモやメタセコイアの

化石が産する。（写真 10） 

古浦層は、島根半島東部の松江市美保関

町では広く分布している。その多くは安山岩

系の凝灰岩で化石を含まないが、所々に砂

岩やシルト岩にヒメタニシの化石が含まれて

いるのがみられる。 

また、美保関町宇井あたりでは、現在よりも

やや寒冷な気候を示す植物化石もみられる。 

美保関町才の海岸では、ワニの足跡化石

が先年報告されるなど、各地の古浦層からは

日本海が形成されつつある時代の陸水域の

化石がみつかっている。 

3 化石採集会の模様 

去る 5月 23 日は、古浦海岸においては東

出雲サイエンスクラブ 21 の主催する化石採

集会が行われた。島根大学名誉教授の山内

先生、島根大学准教授の入月先生のご協力

をいただき、総勢約 60 名で、古浦海岸の地

質の成り立ちの勉強から、化石の採集までを

行った。 

大きなシナイシガイの化石を採集する人も

あって予定していた半日はあっという間に過

ぎてしまった。(写真３) 

この地域で化石採集会を行う際、化石採集

のできるポイントまでの足場が悪いこと、天候

や潮位によっては現地に行くのが危険な場合

がある。 

春、秋の干潮時で波の穏やかなときに開催

するのがもっともよいと思われる。 

4 おわりに 

以上、古浦層模式地の古浦海岸に関する

ことをまとめてみたが、現在申請中の隠岐ジ

オパークとの関係でも、この古浦層は極めて

重要である。 

それは、古浦層の時代に日本海生成の謎

を解く鍵が眠っているからである。 

日本海は広いが、その沿岸で観察できる

地質は断片でしかない。そのため、日本海の

生成については諸説があり、まだおぼろげに

しかわかっていないのである。 

その日本海生成の頃の地層の断片が、隠

岐であり、島根半島である。しかし、淡水棲貝

化石として産するものの多くは、現在の日本

には生息していないものであり、研究はすす

んでいない。 

隠岐ジオパークを契機にこうした日本海沿

岸の問題の解明が進むことに期待したい。そ

して、隠岐との関連を考える上で重要な島根

県東部地域の地質についてより関心が高まる

ことに期待したい。



図 1：位置図 (○印が化石産地) 
国土地理院発行 1/25000 の数値地図「恵曇」を使用 

写真１：古浦海岸遠景（写真中央が化石産地） 

写真２：化石産地の露頭 

写真 3：化石採集会の様子 写真４：ヒメタニシの化石 

写真５：シナイシガイの化石（左） 写真６：クサビイシガイの化石（右） 



写真７：クサビイシガイの化石 

写真８：シジミの化石 

写真９：カワニナの化石 写真 10：植物化石（美保関町宇井産） 


